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第 9 回「先進医薬研究報告会」 
 

日 時：2025 年 12 月 5 日（金）13：30～18:40 

 

開 会 式 13:30 ～ 13:40 S 2 - S 5 

精 神 薬 療 分 科 会 13:45 ～ 16:10 N7-N9 

血 液 医 学 分 科 会 13:45 ～ 16:10 S 7 - S 9 

循 環 医 学 分 科 会 13:45 ～ 16:10 S 2 - S 5 

テ ィ ー ブ レ イ ク 16:10 ～ 16:40 N2-N5 

先進研究助成 成果発表 16:40 ～ 17:20 S 2 - S 5 

意 見 交 換 会 17:20 ～ 18:40 N1-N5 

 

場 所 

 

： 

 

ザ・プリンスさくらタワー東京 

2F コンファレンスフロア 

東京都港区高輪 3-13-1 

T E L ： 03-5798-1111 

  

  

 
・新幹線・JR 線・京浜急行品川駅(高輪口)から徒歩約 3 分 

・都営地下鉄浅草線高輪台駅から徒歩約 5 分 

グランドプリンスホテル新高輪

JR品川駅（高輪口）JR品川駅（高輪口）

グランドプリンスホテル高輪

ザ・プリンス さくらタワー東京

第９回　「先進医薬研究報告会」



 

 

おお知知ららせせ  

  
１． 当当日日ののごご案案内内  

１） 受付は 11 時 30 分より開始します。 

２） 受付に名札をご用意していますので、会場内では着用してください。 

３） S1 室にクロークを設置いたしますので、コート、荷物等をお預けください。 

４） 13 時 30 分より開会式を行いますので、各分科会会場にご参集ください。 

S2-S5 を主会場とし、精神薬療および血液医学分科会会場へは中継いたします。 

 

２． 発発表表者者のの方方へへ  

１） 11:30 より発表データ受付（試写）を開始いたします。 

２） 各分野分科会の発表は 13 時 45 分より開始します。 

発発表表時時間間 88 分分、、討討論論時時間間 44 分分ととししまますす。。時間を厳守し、進行は各座長に従ってください。 

３） 先進研究助成の成果発表は 16 時 40 分より開始します。 

発発表表時時間間 3300 分分、、討討論論時時間間 1100 分分ととししまますす。。時間を厳守し、進行は座長に従ってください。  

４） 発表は、演台に設置されたモニター、マウス、クリッカーにて操作をお願いいたします。 

① 原則、USB にてデータのご持参をお願いいたします。  

発発表表者者ツツーールルはは使使用用ででききまませせんん。。  

② 会場にご用意する PC は下記となります。 

Windows・・・Windows11／PowerPoint 2021 

Macintosh・・・MacOS Ventura v13.6.8／Keynote v14.1 

③ Macintosh で作成された PowerPoint ファイルは Windows でも開ける形式にしてください。 

５） 当日発表の研究内容は、2024 年度 研究成果報告集として発行いたします。 

６） 原稿は 12 月 15 日までに研究者マイページよりアップロードしてください。 

 

３． PPCC おお持持込込みみのの場場合合のの注注意意点点  

１） PC お持込みの場合でもバックアップ用データを USB に保存してご持参ください。 

トラブル発生時はバックアップデータに切替させていただきます。 

また、PC の AC アダプタは必ずご自身でご用意ください。 

２） Macintosh お持込みの場合は、ご自身で使用しているソフトが使用できます（Keynote 含む）。 

また、HDMI 出力ができる変換アダプタも合わせてご持参ください。 

３） モニター出力端子に HDMI コネクター（通常のモニター端子）が装備されているものに限り

ます（図）。タブレット端末でのご発表はできません。 

４） スクリーンセイバーならびに省電力設定は解除しておいてください。 

    

お知らせ



 

 

会 場 案 内 

 
 

   【【ザザ・・ププリリンンススささくくららタタワワーー東東京京  22FF ココンンフファァレレンンススフフロロアア】】  

会場案内



 

 

＜プログラム＞ 
時刻 会場 演題パート・座長 

13:30 

 

13:40 

S2-S5 開開会会式式  

13:45 

 

 

 

 

16:10 

N7-N9 

精精神神薬薬療療分分科科会会  PPaarrtt  II（（精精神神 11～～精精神神 55））  

座長：久住 一郎 先生 

    苫小牧緑ヶ丘病院 診療顧問 

精精神神薬薬療療分分科科会会  PPaarrtt  IIII（（精精神神 66～～精精神神 99））  

座長：西川 徹 先生 

    昭和大学医学部 客員教授 

13:45 

 

 

 

 

16:10 

S7-S9 

血血液液医医学学分分科科会会  PPaarrtt  II（（血血液液 11～～血血液液 55））  

座長：新藏 礼子 先生 

    東京大学定量生命科学研究所 教授 

血血液液医医学学分分科科会会  PPaarrtt  IIII（（血血液液 66～～血血液液 1100））  

座長：高柳 広 先生 

    東京大学大学院医学系研究科 教授 

13:45 

 

 

 

 

16:10 

S2-S5 

循循環環医医学学分分科科会会  PPaarrtt  II（（循循環環 11～～循循環環 55））  

座長：北園 孝成 先生 

    九州中央病院 病院長 

循循環環医医学学分分科科会会  PPaarrtt  IIII（（循循環環 66～～循循環環 1100））  

座長：小室 一成 先生 

    国際医療福祉大学 副学長 

16:10 

 

16:40 

N2-N5 テティィーーブブレレイイクク  

16:40 

 

17:20 

S2-S5 

先先進進研研究究助助成成  成成果果発発表表  

座長：峰松 一夫 先生 

    医誠会国際総合病院 病院長 

17:20 

 

18:40 

N1-N5 意意見見交交換換会会  

  

プ ロ グ ラ ム



 

 

精神薬療分科会 Part I（会場 N7-N9） 

 

（13:45～14:45）  （座長： 久住一郎 先生） 

 

精精神神 11  トトッッププダダウウンン入入力力にによよるる知知覚覚・・幻幻覚覚生生成成のの神神経経回回路路機機構構のの解解明明とと制制御御 

 〇大石康博, 村山正宜 

 理化学研究所 脳神経科学研究センター 触知覚生理学研究チーム 

 

精精神神 22  脳脳構構造造にに基基づづくく統統合合失失調調症症のの疾疾患患特特異異的的デディィメメンンシショョンンのの同同定定 

 ○清田正紘 1), 岡田直大 1, 2), 小池進介 1), 森田健太郎 3), 柳下 祥 4), 

 笠井清登 1, 2) 

 1) 東京大学大学院医学系研究科 脳神経医学専攻 精神医学分野 

2) 東京大学ニューロインテリジェンス国際研究機構 

3) 東京大学医学部附属病院 リハビリテーション部 

4) 東京大学大学院医学系研究科 疾患生命工学センター 構造生理学部門 

 

精精神神 33  多多角角的的なな脳脳波波特特徴徴にに基基づづくく統統合合失失調調症症のの疾疾患患ササブブタタイイププ分分類類 

 ○田村俊介 

 宮崎大学医学部 臨床神経科学講座 精神医学分野 

 

精精神神 44  加加齢齢変変容容ががももたたららすすアアルルツツハハイイママーー病病分分子子病病態態のの解解明明 

 ○中野将希 

 滋賀医科大学神経難病研究センター 基礎研究ユニット神経遺伝学部門 

  

精精神神 55  遺遺伝伝性性精精神神疾疾患患のの治治療療基基盤盤開開発発ににむむけけたた神神経経変変性性機機構構のの解解析析 

 ○七浦仁紀 

 奈良県立医科大学 脳神経内科 

  

  

精神薬療分科会　Part Ⅰ（会場 N7-N9）



 

 

精神薬療分科会 Part II（会場 N7-N9） 

 

（15:10～15:58）  （座長： 西川 徹 先生） 

 

精精神神 66  ママルルチチオオミミククスス手手法法をを駆駆使使ししたた母母胎胎環環境境起起因因性性 AADDHHDD のの発発症症機機構構のの解解明明 

 ○國村和史 1), 福井宣規 2) 

 1) 九州大学 生体防御医学研究所 免疫遺伝学分野 

 2) 九州大学 高等研究院 

 

精精神神 77  AAII をを駆駆使使ししたたシシナナププスス微微細細形形態態のの解解析析：：自自閉閉ススペペククトトララムム症症病病態態解解明明へへのの  

  挑挑戦戦 

 ○六本木麗子, 獺ヶ口笑保人, 清水典朗, 中尾章人, 川辺浩志 

 群馬大学大学院医学系研究科 薬理学講座 

 

精精神神 88  脳脳オオルルガガノノイイドド技技術術にによよりり挑挑むむ精精神神疾疾患患小小脳脳病病態態のの解解明明 

 ○奥村啓樹 

 名古屋大学医学部附属病院 薬剤部 

 

精精神神 99  外外側側中中隔隔にに着着目目ししたた行行動動嗜嗜癖癖のの病病態態メメカカニニズズムム解解明明 

 ○西谷直也 

 金沢大学大学院医薬保健研究域 薬学系 薬理学研究室 

  

精神薬療分科会　Part Ⅱ（会場 N7-N9）



 

 

血液医学分科会 Part I（会場 S7-S9） 

 

（13:45～14:45）  （座長： 新藏 礼子 先生） 

 

血血液液 11  ssccFFvv 融融合合タタンンパパククにによよるる TTIIGGIITT シシググナナルルをを介介ししたた局局所所免免疫疫制制御御のの試試みみ 

 〇小西達矢 

 愛媛大学医学部附属病院 輸血・細胞治療部 

 

血血液液 22  難難治治性性白白血血病病ににおおけけるる治治療療抵抵抗抗性性ククロローーンンのの追追跡跡とと新新規規治治療療標標的的探探索索 

 〇仙波雄一郎 

 九州大学大学院医学研究院 プレシジョン医療学分野 

 

血血液液 33  iiPPSS 細細胞胞由由来来血血小小板板のの安安定定製製造造をを目目指指すす免免疫疫巨巨核核球球制制御御法法のの開開発発 

 ○陳 思婧 1), 杉本直志 2), 高山直也 1), 江藤浩之 1, 2) 

 1) 千葉大学 大学院医学研究院 イノベーション再生医学 

 2) 京都大学 iPS 細胞研究所 臨床応用研究部門 

  

血血液液 44  PPIIEEZZOO11 機機械械受受容容にによよるる造造血血幹幹細細胞胞ホホーーミミンンググ制制御御機機構構のの解解明明とと生生着着向向上上

技技術術のの創創出出 

 ○藤田進也 1), 森川隆之 1), 田久保圭誉 1, 2) 

 1) 国立国際医療研究所 造血システム研究部 

 2) 東北大学大学院医学系研究科 幹細胞医学分野 

 

血血液液 55  ククロローーンン性性造造血血ににおおけけるる免免疫疫応応答答異異常常とと疾疾患患感感受受性性メメカカニニズズムムのの解解明明 

 ○佐伯龍之介 1) 

 京都大学大学院医学研究科 腫瘍生物学講座 

 

  

血液医学分科会　Part Ⅰ（会場 S7-S9）



 

 

血液医学分科会 Part II（会場 S7-S9） 

 

（15:10～16:10）  （座長： 高柳 広 先生） 

 

血血液液 66  腸腸管管炎炎症症ににおおけけるる GGPPRR4433 陽陽性性 IILLCC22 のの役役割割解解明明 

 ○伊藤 崇, 中島裕史 
 千葉大学大学院医学研究院 アレルギー・臨床免疫学 

  

血血液液 77  老老化化細細胞胞ににおおけけるる新新規規免免疫疫チチェェッッククポポイインントト因因子子のの個個体体老老化化ににおおけけるる意意義義 
解解明明とと治治療療開開発発 

 ○勝海悟郎, Liang Jiaqi, 南野 徹 

 順天堂大学医学部内科学教室 循環器内科学講座 

 

血血液液 88  血血液液細細胞胞分分化化ににおおけけるる左左巻巻きき ZZ 型型 RRNNAA 制制御御のの役役割割のの解解明明 

 ○中濱泰祐 

 大阪大学大学院医学系研究科 神経遺伝子学 

 

血血液液 99  22 型型リリアアノノジジンン受受容容体体をを分分子子標標的的ととししたた自自己己免免疫疫疾疾患患のの新新規規治治療療開開発発 

 ○名和田隆司 1), 朝霧成挙 2)，山本 健 3)，佐野元昭 1) 

 1) 山口大学大学院医学系研究科 器官病態内科学 

 2) 山口大学大学院医学系研究科 薬理学 

 3) 山口大学大学院医学系研究科 病態検査学 

 

血血液液 1100  侵侵襲襲性性歯歯周周炎炎ににおおけけるる新新規規病病因因遺遺伝伝子子 MMMMDD22 のの同同定定とと機機能能解解析析 

 ○吉本哲也 

 広島大学病院 口腔先端治療開発学 

 

  

血液医学分科会　Part Ⅱ（会場 S7-S9）



 

 

循環医学分科会 Part I（会場 S2-S5） 

 

（13: 45～14:45）  （座長： 北園 孝成 先生） 

 

循循環環 11  新新規規血血管管奇奇形形関関連連遺遺伝伝子子 GGJJAA44 改改変変モモデデルルママウウススをを用用いいたた脳脳血血管管奇奇形形発発症症機機序序

のの解解明明 

 ○小川正太郎, 宮脇 哲, 本郷博貴, 齊藤延人 

 東京大学医学部附属病院 脳神経外科 

 

循循環環 22  転転写写因因子子にによよるる細細胞胞外外ママトトリリッッククスス制制御御機機構構かからら迫迫るる脳脳小小血血管管病病発発症症機機序序のの

解解明明 

 ○高井 淳 1), 直野留美 2), 上村聡志 1) 

 1) 東北医科薬科大学医学部 医化学教室 

 2) 東北医科薬科大学医学部 薬理学教室 

 

循循環環 33  非非心心筋筋細細胞胞のの心心不不全全病病態態及及びび多多臓臓器器連連関関ににおおけけるる役役割割のの全全貌貌解解明明ととそそれれ

にに基基づづくく新新規規治治療療法法開開発発 

 ○小室 仁 1, 2), 小室薫子 1), 橋本寿之 1) 

 1) 慶應義塾大学医学部 循環器内科 

 2) 東京大学大学院医学系研究科 先端循環器医科学講座 

  

循循環環 44  心心不不全全誘誘導導性性エエピピジジェェネネテティィッッククメメモモリリーーのの同同定定ととそそのの制制御御機機構構のの解解明明 

 ○中田雄一郎 

 千葉大学大学院 医学研究院 疾患システム医学 

 

循循環環 55  心心筋筋線線維維化化誘誘導導ママククロロフファァーージジのの細細胞胞起起源源のの解解明明 

 ○劉 孟佳 1, 2), Yixuan Luo3), 中野 敦 2, 4) 

 1) 熊本大学 国際先端医学研究機構 

 2) カリフォルニア大学ロサンゼルス校 分子細胞発生生物学専攻 

 3) 熊本大学 大学院医学教育部 

 4) 東京慈恵会医科大学 分子生理学講座  

 

  

循環医学分科会　Part Ⅰ（会場 S2-S5）



 

 

循環医学分科会 Part II（会場 S2-S5） 

 

（15:10～16:10）  （座長： 小室 一成 先生） 

 

循循環環 66  イインンテテググリリンンαα11 にに着着目目ししたた腹腹部部大大動動脈脈瘤瘤のの病病態態機機序序解解明明とと新新規規治治療療法法のの

開開発発 

 〇網岡尚史 1), 三好 亨 1), 斎藤幸弘 1), 近藤 恵 1), 赤沢 薫 1), 赤木 達 1),  

 中村一文 1), 王 紫儀 2), 米澤朋子 2), 大野充昭 3), 湯浅慎介 1) 

 1) 岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 循環器内科学分野 

 2) 岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 分子医化学分野 

 3) 岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 インプラント再生補綴学分野 

 

循循環環 77  心心拡拡張張障障害害進進展展ににおおけけるる TTRRPPCC33//CC66 のの意意義義のの解解明明とと新新規規治治療療法法のの確確立立 

 〇稲住英明 1, 2), 金森敬彦 1), 野村征太郎 2), 桑原宏一郎 3) 

 1) 京都大学大学院医学研究科 循環器内科学 

 2) 東京大学大学院医学系研究科 先端循環器医科学講座 

 3) 信州大学医学部 循環器内科学教室 

 

循循環環 88  iiPPSS 細細胞胞由由来来心心筋筋細細胞胞移移植植ににおおけけるる新新規規免免疫疫抑抑制制剤剤ププロロトトココーールルのの開開発発  

 ○小林秀樹 1), 茅野周治 2), 市村 創 2), 桑原宏一郎 1) 

 1) 信州大学医学部附属病院 循環器内科 

 2) 信州大学医学部附属病院 心臓血管外科 

 

循循環環 99  OO--rriinngg 誘誘導導型型大大動動脈脈狭狭窄窄（（OOTTAACC））モモデデルルにによよるる血血管管平平滑滑筋筋細細胞胞のの骨骨軟軟骨骨様様転転とと

中中膜膜石石灰灰化化機機構構のの解解析析 

 ○中尾恭久 1), 坂上倫久 2)，山口 修 1) 

 1) 愛媛大学大学院医学系研究科 循環器・呼吸器・腎高血圧内科学講座 

 2) 愛媛大学大学院医学系研究科 心臓血管・呼吸器外科学講座 

 

循循環環 1100  生生体体内内心心臓臓イイメメーージジンンググをを用用いいてて心心筋筋細細胞胞ででのの遺遺伝伝子子機機能能をを iinn  vviivvoo でで評評価価

すするる革革新新的的ななシシスステテムムのの構構築築 

 ○増山 潔 

 大阪大学大学院医学系研究科 循環器内科学 
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先進研究助成 成果発表（会場 S2-S5） 

 

（16:40～17:20）  （座長： 峰松 一夫 先生） 

 

先先進進  脳脳梗梗塞塞のの発発症症をを促促進進すするる東東アアジジアア特特有有のの遺遺伝伝・・環環境境要要因因のの解解明明 

 ○猪原匡史 

 国立循環器病研究センター 脳神経内科 

 

先進研究助成　成果発表（会場 S2-S5）




